
鉄の輪をもった前後振

言語: Japanese

出版者: 北海道教育大学

公開日: 2012-11-07

キーワード: 

作成者: 古川, 善夫

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.32150/00003065URL



北海道教育大学紀要（第２部Ｃ）第３４巻

　

第１号 昭和５８年９月
ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（ＳｅｃｔｉｏｎｌＩＣ）Ｖｏｌ．３４，Ｎｏ．Ｉ Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ，１９８３

鉄の輪をもった前後振

古

　　

川

　　

善

　　

夫

北海道教育大学旭川分校体育学研究室

ＴｈｅＢａｃｋ‐ｆｏｒｗａｒｄｓＳｗｉｎｇ ｗｉｔｈａｎｌｒｏｎ Ｒｉｎｇ

ＹｏｓｈｉｏＦＵＲＵＫＡＷＡ

ＬａｂｏｒａｔｏｒｙｏｆＰｈｙｓｉｃａＩＥｄｕｃａｔｉｏｎ，ＡｓａｈｉｋａｗａＣｏｌｌｅｇｅ，ＨｏｋｋａｉｄｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ，

Ａｓａｈｉｋａｗａ０７０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａｂｓｔｒａｃｔ

　　

Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓｔｏｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｅｔｈｅｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｂａｃｋ‐ｆｏｒｗａｒｄＳｗｉｎｇ

ｗｉｔｈａｎｌｒｏｎＲｉｎｇａｎｄｗｉｔｈｏｕｔ． ＡｎｄｔｏｔｅｓｔｔｈｅｓｐｅｃｉａｌｅｆｆｅｃｔｏｆａｎｌｒｏｎＲｉｎｇｉｎｔｒａｉｎｉｎｇ． Ｔｗｏ

Ｇｒｏｕｐｓｐｒａｃｔｉｃｅｕｓｉｎｇｔｗｏｄｉｆｆｅｒｅｎｔｔｒａｉｎｉｎｇ ｍｅｔｈｏｄｓ；ｏｎｅｔｒａｉｎｓｗｉｔｈｏｕｔａｎｌｒｏｎＲｉｎｇ，ａｎｄｔｈｅ

ｏｔｈｅｒｔｒａｉｎｓｗｉｔｈａｎｌｒｏｎＲｉｎｇ． ｌｎｔｈｉｓｐａ１※３ｒ，ｔｈｅｇＩｒｏｕｐｏｆｔｒａｉｎｉｎｇｗｉｔｈｏｕｔａｎｌｒｏｎＲｉｎｇａｎｄ

ｔｈｅｇ１ｒｏｕｐｏｆｔｒａｉｎｉｎｇｗｉｔｈａｎｌｒｏｎＲｉｎｇａｒｅｒｅｆｅｒｒｅｄｔｏａｓｇｒｏｕｐＡａｎｄｇＩｒｏｕｐＢｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅｌｙ．
Ｔｈｅｂａｃｋ‐ｆｏｒｗａｒｄ ｓｗｉｎｇｓ

　

ｏｆ ｂｏｔｈ

　

ｇｒｏｕｐｓ

　

ａｒｅ

　

ａｎａｌｙｓｅｄ ｆｏｒ

　

ｔｅｍｐｏ，ｖｅ
ｌｏｃｉｔｙ，

ｌａｒｇｅｎｅｓｓ

　

ａｎｄ

ｐａｔｔｅｒｎｏｆｈａｎｄｌｏｃｉ． Ａｆｔｅｒｔｈｅｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｍｏｖｅｍｅｎｔａｌｄｉｆｆｅｒｅｎｃｉｅｓａｎｄｃｈａｎｇｅｓ，ｔｈｅ

ｒｅｓｕｌｔｓｍａｙｂｅｓｕｍｍａｒｉｚｅｄａｓｆｏｌｌｏｗｓ，

１． ＴｈｅＴｅｍｐｏｏｆｔｈｅｂａｃｋ‐ｆｏｒｗａｒｄｓｗｉｎｇｗｉｔｈｏｕｔｔｈｅｌｒｏｎＲｉｎｇｉｓａｂｏｕｔ５０ｔｉｍｅｓｐｅｒｍｉｎｕｔｅ，

ｗｈｉｌｅｔｈｅｔｅｍｐｏｏｆｓｗｉｎｇｗｉｔｈａｎｌｒｏｎＲｉｎｇｉｓａｂｏｕｔ４５ｔｉｍｅｓｐｅｒｍｉｎｕｔｅ． Ｔｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｔｅｍｐｏ

ｉｎｅａｃｈｓｗｉｎｇｂｒｏｕｇｈｔａｂｏｕｔｂｙｔｈｅｔｒａｉｎｉｎｇｗａｓｎｏｔｄｉｓｃｏｖｅｒｅｄ．

２． Ｂｅｆｏｒｅａｎｄａｆｔｅｒｔｈｅｈａｎｄｒｅａｃｈｅｓｔｈｅｌｏｗｅｓｔｐｏｉｎｔｏｆｔｈｅｓｗｉｎｇ，ｔｈｅｖｅｌｏｃｉｔｙｏｆｔｈｅｈａｎｄ

ｉｎｔｈｅｓｗｉｎｇｗｉｔｈａｎｌｒｏｎＲｉｎｇｋｅｅｐｓａｓｔａｔｅｏｆｍｏｒｅｕｎｉｆｏｒｌｎｖｅｌｏｃｉｔｙｔｈａｎｉｎｔｈｅｓｗｉｎｇｗｉｔｈｏｕｔ

ａｎｌｒｏｎＲｉｎｇ

３． Ａｆｔｅｒ

　

ｔｒａｉｎｉｎｇ，ｔｈｅ

　

ｈｉｇｈｅｓｔ

　

ｖｅｌｏｃｉｔｙ

　

ｏｆ

　

ｔｈｅ

　

ｔｗｏ

　

ｇｒｏｕｐ

　

ｉｎｃｒｅａｓｅｓ

　

ｉｎ ｅａｃｈ

　

ｓｗｉｎｇ． Ｔｈｅ

ｅｘｐｅｃｔｅｄｓｐｅｃｉａｌｅｆｆｅｃｔｏｆａｎｌｒｏｎＲｉｎｇｉｓｎｏｔｐｒｏｖｅｄｂｅｃａｕｓｅｔｈｅｉｎｃｒｅａｓｅｒａｔｅｏｆＧｒｏｕｐＢｉｓ

ｎｏｔｓｕｆｆｉｃｉｅｎｔｌｙｈｉｇｈｅｒｔｈａｎｇｒｏｕｐＡｉｎｔｈｅｓｗｉｎｇｗｉｔｈｏｕｔａｎｌｒｏｎＲｉｎｇ．
４． Ｂｅｆｏｒｅ

　

ｔｒａｉｎｉｎｇ，ｔ
ｈｅ

　

ｓｙｍｍｅｔｒｙ

　

ｏｆｓｗｉｎｇ

　

ｉｓ

　

ｂｒｏｋｅｎ

　

ｂｙ

　

ｈａｖｉｎｇａｎｌｒｏｎ

　

Ｒｉｎｇ． Ａｎｄ

　

ｔｈｅ

ｌａｒｇｅｎｅｓｓｏｆｈａｎｄｌｏｃｉｉｓｓｍａｌｌｅｒｔｈａｎｓｗｉｎｇｗｉｔｈｏｕｔａｎｌｒｏｎＲｉｎｇ．

５． Ａｆｔｅｒｔｒａｉｎｉｎｇ，ｔｈｅｌａｒｇｅｎｅｓｓｏｆｈａｎｄｌｏｃｉｂｅｃｏｍｅｂｉｇｇｅｒ． Ｔｈｅｅｘｐｅｃｔｅｄｓｐｅｃｉａｌｅｆｆｅｃｔｏｆ

ａｎｌｒｏｎＲｉｎｇｉｓｎｏｔｐｒｏｖｅｄｂｅｃａｕｓｅｔｈｅｌｎｃｒｅａｓｅｒａｔｅｏｆｇｒｏｕｐＢ ｗａｓｎｏｔｒ］ｎａｒｈｅｄｌｙｈｉｇｈｅｒｔｈａｎ

ｔｈａｔｏｆｇｒｏｕｐＡ．

（２１）



古

　

川

　

善

　

夫２２，

　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

古

　

川

　

口

　　　　　　

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　

ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

６． Ｔｈｅｐａｔｔｅｒｎｏｆｈａｎｄｌｏｃｉｃ
ｈａｎｇｅｓｂｙｕｓｉｎｇａｎｌｒｏｎＲｉｎｇ． Ｂｅｆｏｒｅｔｒａｉｎｉｎｇ，ｔｈｅｔｅｎ

ｄｅｎｃｙｔｏ

ｃｈａｎｇｅｉｓｓｔｒｏｎｇ． Ｔｈｅｒｅａｒｅｓｏｒｎｅｅｘａ］ｍーｐｌｅｓｏｆｔｒａｎｓｐｏｓｉｔｉｏｎｆｒｏｍｔｈｅｆａｌｌｉｎｇｏｒｓｔｒｅｔｃｈｉｎｇｔｙｐｅ

ｔｏｔｈｅｃｒｏｓｓｉｎｇｏｒｄｕｐｌｉｃａｔｉｎｇｔｙｐｅ． Ｆｒｏｍ ｔｈｅｓｅｅｘａｍｐｌｅ，ｔｈｅｓｐｅｃｉａｌｅｆｆｅｃｔｏｆａｎ
ｌｒｏｎ Ｒｉｎｇ

ｍａｙｂｅｅｘｐｅｃｔｅｄ．

７． Ａｆｔｅｒｔｒａｉｎｉｎｇ，ｔｈｅｐａｔｔｅｒｎｏｆｈａｎｄ１ｏｃｉｃ
ｈａｎｇｅｓａｓａｒｅｓｕ１ｔｏｆｔｈｅｔｒａｉｎｉｎｇＷｉｔｈａｎｌｒｏｎＲｉｎｇ．

ｌｔｉｓｔｒａｎｓｐｏｓｅｄｔｏａｄｕｐｌｉｃａｔｉｎｇｔｙｐｅｂｙｔｈｅＷｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅｌｒｏｎ Ｒｉｎｇ． Ａｎｄｔｈｉｓｎｎｏｖｅｍｅｎｔａｌ

ｃｈａｎｇｅｉｓｔｒａｎｓｆｅｒｅｄｔｏｔｈｅｓｗｉｎｇＷｉｔｈｏｕｔａｎｌｒｏｎＲｉｎｇ．

工

　

緒

　　

言

体操において，「走る」，「はねる」，「跳ぶ」などの基本運動とともに， 手具を使って，「振る」，「投

げる」，「受ける」，「ころがす」，「突く」などが基本運動としてとりあげられている
１９）
． また， 振る，

はずむはドイツ体操１）でも５つの基本運動の中に入れられ重要視されている． このように新しい体

操では，「振る」という運動が前面に出され， この運動に関する研究は板
垣７）８）９）ｌｏ）４）５）１１）１４）１５）１６）１７）１８）２０）２１）２２）２４）

を中心として多く発表されている． 板垣らの振りに関する研究は， 前後振， 左右振を具体的にとり

あげ， その動きかた， すなわち， 運動経過の質を問題にしたものでおり， 体操を全体性， 律動性，

経済性の原理からみた動きの練習とする立場によってつらぬかれている． 一方， 男子の体操では，

Ｈａｎｅｂｕｔｈ３）によって鉄の輪を使った体操が紹介され，重い手具をもって動きづくりと体づくりを同

時に目標とする方法がある． この鉄の輪は， ｌ
ｋｇ， ２ｋｇ， ３ｋｇ， ５ｋｇと様々な重さがあり， 特

徴としては， 重いこと， 持ちやすいことで，「振る」，「回旋する」，「投げる」，「ころがす」などの運

動に適，している
２）
．

　

体操領域で手具を利用したときの効果についての実験的研究には，ボールを使った前後振
２１）
，なわ

を使った前後振に関する研究５）がみられる． これらの研究は， 手具を使用した場合の振りの変化を

みたものであり， 手具利用の長所と短所を指摘したものとして興味深い． 本実験に利用した鉄の輪

は， 直径３０ｃｍ， 太さが２．６ｃｍ で握りやすく， ３ｋｇの重量があり， ボールやなわよりも振りやす

いものである． また， 従来， 男子の体操領域では， メディシンボール， 鉄球，
砲丸， シュロイダー

バルなどの重い手具をもって運動することで， 単に腕だけでなく， 全身が有機的に， リズミカルに

動くよ，うになるとされている６）．そこで，本研究の目的は，前後振と鉄の輪をもった前後振をとり
あ

げ次のことを検討しようとした．
１． 徒手での前後振と鉄の輪をもった前後振では， どのような動きの

相違があるのか検討する．

２．－鉄の輪をもって前後振を練習することで， 徒手での前後振がどのような動きに変
化するのか，

すなわち， 鉄の輪を使わないで練習するよりも鉄の輪を使ったほうが動きによい結果が現われ， 鉄

の輪が動きづくりの手段をより提供することになるのか検討する．
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法

研究方法の概略は， 徒手での前後振， 鉄の輪をもった前後振を運動課題とし， その運動を， 異な

る練習で， ２つの群が行ない， それらの動きの変化を動作分析し， 比較検討した．

１． 運動課題

（２２）
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図１。運動課題

１） 徒手での前後振

　

脚や腰の弾みを使って全身的に， 片腕交互に前後方向に振る。 前後どちらの振る際にも上体を前

にまげる． 右腕を後方に振るときにはからだをねじる．
２） 鉄の輪をもった前後振

右手に， 鉄の輪をもち， １） と同様に行なう。 図１

２． 練習

１）被験者

　

本学体育専攻学生， 男子６名を２群に分け， １つの群は何ももたないで（以下Ａ群とする．）， 残

る群は鉄の輪をもって （以下Ｂ群とする．）， 練習を実施した．
２）練習方法

　

練習期間は３週間に渡り， １日，２５分間， 週５日，合計１５日間行なわれた．練習内容は，振りの

運動を１０セット終了した時点で，運動課題の模範，および注意点をＶＴＲで確認させ，１０セットを

再び練習させた． なお， １セットの練習は， ６回反復の前後振と４５秒間の休息からなる．
３． 動作分析

，練習前と練習後に， 光線軌跡法（腰， 肩， 手）と回転シャッター法（５０サイクル／秒）で３５ｍｍ

フィルムに上記の運動課題を記録した．また，形態的特徴をも把握する目的で１６ｍｍフィルムにも

記録した． 以上のフィルムにより動作分析を次の項目について行なった。
１） 運動時間， 手の速度

　

前後振に要した時間を１６ｍｍフィルムにより求め，手の速度は，回転シャッター法により，手の

最下局面を中心として， 前後０．２秒間， 計０．４秒間求めた．
２） 運動空間

光線軌跡法で記録された， 手の軌跡により， 後ろへの振り， 前への振りの軌跡の高さ， 幅を最下

位点を軸として図２のように求めた．

（２３）
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３） 形態図の作成

１６ｍｍ フィルムにより， ４コマごとに形態図を作成し， 動きの特徴をとらえた．
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図２． 前後振の大きさ

１１１ 研究結果と考察

１． 鉄の輪をもった前後振の運動時間とテンポ

　

長谷川ら４）は， 女子の体操専攻学生に任意なリズムで前後振を行なわせた際の動きのテンポは５０

回／分前後であると報告している． 徒手での前後振， 鉄の輪をもった前後振の運動時間とテンポを

表１に示す．徒手での前後振においては， 練習前， 練習後とも，テンポ５０回／分前後であり長谷川

らの研究結果と同じであった． 鉄の輪をもった前後振は， それよりもわずかにゆっくりで， テンポ

４５回／分前後である． 練習により， 前後振のテン

　　　　　

表Ｉ

　

前後振の運動時間とテンポ

ポは変化せず， 恒常的な性質を示した．

　　　　　　　　　　　　　　

徒手での前後振

　

鉄の輪での前後振
２． 手の最高速度と速度変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

練習前 練習後

　

練習前

　

練習後
．） 鉄の輪をもつことによる手の速度の変化

　　　　　　　　

ｍ

　　　　　　

２．４

　　

２．７

　　

２，７

　

練習前， 徒手での前後振の最高速度は， 後ろ振

　　　

Ａ
（秒／回）

　

２．４

りで６．７ｍ／ｓｅｃ， 前への振りで６．９ｍ／ｓｅｃであっ

　　　　　　

Ｓ．Ｄ

　　

Ｏ．０６

　　　

０

　　

０．１２

　　

０．０１

たのが， 鉄の輪をもっての振りでは， それぞれ，

　　　

群
Ｔｅｍｐ。

　

４９

　　　

５０

　　　

４５

　　　

４５
５．４ｍ／ｓｅｃ，５．ｌｍ／ｓｅｃと下がった（６人平均）． ま

　　　　

（回／分）

発ぁ参考真騒ぎ漉雷電蒙塵もぎ数賜警謄

　

Ｂ（秒
ッ回）２‐４

　

２‐５

　

２‐６

　

２‐６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｓ．Ｄ

　　

Ｏ．２５

　　

０．１０

　　

０．１７

　　

０．０６

た前後振の手の速度変化は，グラフの山が停滞し，

　　　

群
Ｔｅｍｐ。

　

５，

　　

４９

　　　

４６

　　　

４６
等速状態になる傾向がある． Ｂ群は， 練習によっ

　　　　

（回／分）

徒手での前後振 鉄の輪での前後振

練習前 練習後 練習前 練習後

Ａ

　 　

群

（秒／回）
２．４ ２．４ ２．７ ２，７

Ｓ．Ｄ ０．０６ Ｏ ０．１２ ０．０１

Ｔｅｍｐｏ

（回／分）
４９ ５０ ４５ ４５

Ｂ

　 　

群

（秒／回）
２．４ ２．５ ２．６ ２．６

Ｓ．Ｄ ０．２５ ０．１０ ０．１７ ０．０６

Ｔｅｍｐｏ

（回／分）
５１ ４９ ４６ ４６

（２４）



鉄の輪をもった前後振 ２５

て， 徒手での前後振， 鉄の輪をもった前後振の両運動課題で， その傾向が助長された． これらのこ

とから， 鉄の輪をもっての前後振は， 手の真下局面前後に， 手の最高速度が等速状態を続ける， し

かも速度が比較的ゆっくりで鉄の輪の慣性を利用した振りであることがわかる。
２） 練習による手の速度の変化

　

練習により， 手の最高速度がどのように変化し

　　　　

表２

　

前後振における手の速度（ｍ／ｓｅｃ）

たか， 表２に示す。 徒手での前後振では， Ａ群が
徒手での前後振

前振りで増加が著しく， その他は， Ａ， Ｂ群とも，

　　　　　　　　　

後ろへの振り

　　

前への振り

わずかな増加しか示さなかっ た

　

鉄の輪を使った

　　　　　　　　　

練習前 練習後

　

練習前

　

練習後

前後振では， Ｂ群のほうがＡ群に比べ増加が大き

　　　

Ａ

　　

ｍ

　　

５，９

　　

６．０

　　

６．０

　　

６，９

くなっ た 練習により， 手の最高速度が速くなる，

　　　

群

　　

Ｓ．Ｄ

　

ｏ，５０

　　

０，４３

　　

０．５１

　

０．６８

すなわち， 腕がスピーディーになる傾向が確かめ

　　　

Ｂ

　　

ｍ

　　　

７．５

　　

７．５

　　

７．８

　　

８．ｏ

られたのであるが， Ｂ群が徒手での前後振におい

　　　

群

　　

Ｓ，Ｄ

　　

Ｏ．３５

　　

０，７０

　　

０，１７

　　

０．９５

ても， その増加率（練習後÷練習前×１００）がＡ群

　　　　

鉄の輪での前後振

よりも高いという結果は得られなかった． 鉄の輪

　　　　　　　　　

後ろへの振り

　　

前への振り

が前後振によい影響を与え， 増加率も高くなると

　　　　　　　　　

練習前 練習後

　

練習前

　

練習後

仮説を立てていたのであるが，Ｂ群が練習前から，

　　　

Ａ

　　

ｍ

　　　

５，２

　　

５，４

　　

４，８

　　

４．９

手の最高速度が高く， この仮説を証明するには至

　　　

群

　　

Ｓ．Ｄ

　　

Ｏ．５５

　　

０．３５

　　

０，３０

　　

０．３２

らなかった． また， 速度の時間的変化をみると，

　　　

Ｂ

　　

ｍ

　　

５．５

　　

５，９

　　

５．３

　　

５．８

Ｂ群に， 鉄の輪をもった前後振と同じく， 徒手で

　　　

群

　　

Ｓ．Ｄ

　

ｏ．２３

　　

０，９７

　　

０．１７

　　

０，６５

の前後振にも最高速度が保たれる等速状態のある

振りがみられた． 長谷川ら
４）は， 後ろ振りでは減速期に， 前振りでは加速期に一時的な停滞現象が

認められたと報告している。 また， 菅家ら
１８〉は手が最下点を通過する前後に停滞， 減少がみられる

例は少なくないと報告している。 加速され， 減速されていく過程で， 等速状態は， 移行期と理解さ

れるのであるが， 減少は考えられず， 本論でもこのような減少が， ２， ３例， みられた． 何故， こ

のようなことが起きるのか， 今後の研究課題であろう．
２． 手の軌跡の大きさ

１） 鉄の輪をもつことによる手の軌跡の変化

　

練習前の徒手での前後振と鉄の輪をもった前後振の手の軌跡の大きさを， 高さ， 幅に分けて比較

したものが表３である。鉄の輪をもつことで，後ろへの振り，前への振りが身長比として８５前後か

ら７７前後に小さくなったことがわかる． Ｈ，とＨ２の差やＷ，とＷ２の差が大きいということは， 体

の前と後ろでの振りの対称性があまりないことである． 鉄の輪をもつことでその差が大きくなり，
前後対称がくずれてきた． 滝沢ら

２３）はボールをもつことにより， 前後対称に振れるようになり， 身

後ろへの振り 前への振｝）

練習前 練習後 練習前 練習後
Ａ

　

群

　

ｍ ５，２ ５，４ ４，８ ４．９

Ｓ．Ｄ ０．５５ ０．３５ ０，３０ ０．３２
Ｂ

　

群

　

ｍ ５．５ ５，９ ５．３ ５．８

Ｓ．Ｄ ０．２３ ０，９７ ０．１７ ０，６５

後ろへの振り 前への振・り

練習前 練習後 練習前 練習後
Ａ

　

群

　

ｍ ５，９ ６．ｏ ６．Ｏ ６，９

Ｓ，Ｄ ０，５０ ０，４３ ０．５１ ０．６８
Ｂ

　

群

　

ｍ ７．５ ７．５ ７．８ ８．Ｏ

Ｓ，Ｄ ０．３５ ０，７０ ０，１７ ０．９５

表３

　

練習前における手の軌跡の大きさ （身長比）

後

　

ろ

　

へ

　

の

　

振

　

り 別

　

へ

　

の

　

振

　

り

高

　　

さ 幅 高

　　

さ 幅

ＨＩ 日２ “アー Ｗ２ ＨＩ 日２ Ｗ， Ｗ２

徒手での前後振
ｍ ８４ ８５ ３４ ３５ ８４ ８５ ３８ ３２

Ｓ，Ｄ ９．８ １１，２ ２．８ ４．１ １０．４ １１，７ ３，５ ４，５

鉄の輪での前後振
ｍ ７６ ７８ ３１ ３５ ７４ ７７ ３７ ２９

Ｓ．Ｄ ７．９ ６，９ ３．６ ７．Ｏ ８，２ ７，Ｏ ２．３ ５，９

（２５）
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表４練習後における手の軌跡の大きさ（身長比）

徒手での前後振

後ろへの振り 前 へ の 振 り

ＨＩ 日２ Ｗ， Ｗ２ Ｈ・ 日２ Ｗ， Ｗ２
Ａ

　

群
ｍ ９２ ９１ ３６ ３８ ９５ ９３ ３６ ３８

Ｓ．Ｄ ０．８ １．１ ２．Ｏ ６，８ ４．４ ４．４ ８．５ ２．１
Ｂ

　

群

　

ｌｎ ９８ ９９ ３５ ３６ ９７ ９８ ３８ ３６

Ｓ．Ｄ ４，２ ３．Ｉ ６．Ｉ ３．９ ４．４ ４．８ ５．Ｏ ８．Ｉ

鉄の輪での前後振

後ろへの振り 前 へ の 振 り

ＨＩ 日２ Ｗ． Ｗ２ ＨＩ 日２ Ｗ． Ｗ２
Ａ

　

群
ｍ ８４ ８５ ３１ ３９ ８０ ８４ ３７ ３４

Ｓ．Ｄ １．８ １．４ ３．７ ３．８ ４．５ ３．３ ６．Ｏ ６．２
Ｂ

　

群
ｍ ８７ ９０ ３３ ３４ ８５ ９１ ３６ ３３

Ｓ．Ｄ ４．８ ３．６ ３．８ １．３ １０，１ ７．８ ２．８ ５．４

速度
（ｍ／ｍｉｎ） 真下局面

琴Ｌ／
′も
ｈ

ノ
′

　　　　　

徒手 、
、
、
、

銭の輪

　　　

＼

　　　

＼

　　　

‘

　

１

　

すも
０，１

　　

０．２

　　

０．３

　　

０．４

図３， 手の速度変化

体各部の動きが大きくなると報告している． 鉄の輪はボールに比べ， 持ちやすく， 重さがあるので

　
で、

　　

轍
の

　
　　 　
の

　

　

　
振

　　　　　　　　　　

Ｗ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

ロＡ群

　　

圃 Ｂ群

図４． 大きさの増加率

　　　　　　　　

　　

　　　　　　　

ＨＩ

　　

　

　　

　

　　　

Ｗ

　　　　　　　　　

Ｉ

振る運動に適し， 前後対称になるという仮説を立てたのであるが， 結果は逆であった． 手具を使用

しても，すぐにその効果があらわれるのでなく，初期の段階ではかえって前後対称性が
失なわれた．

２） 練習による手の軌跡の変化

　

練習後の徒手での前後振と鉄の輪をもった前後振の手の軌跡の大きさを高さと， 幅に分けてＡ群

とＢ群を比較したものが表４である．徒手での前後振では，両グループとも手の軌跡が大きくなり，

前後対称性もみられ， 練習効果があった． また， Ｂ群は， Ａ群より， 振りの高さが大きくなり， よ

り練習効果があったと思われたが， 大きさの増加率を図４に表わすとＡ， Ｂ群に顕著な差は認めら

れなかった． これらのことから， 練習によって徒手での前後振で手の軌跡の大き
さは増加したが，

鉄の輪をもって練習することによって増加率が助長されるという鉄の輪の有効性は証明できなかっ

た．

　

鉄の輪をもった前後振では， Ａ群において後ろ振りの幅の前後対称性がくずれて， 鉄の輪をもっ

て練習しなかったことが影響している． しかし， 図４からも明らかなように， 軌跡の大きさの増加

（２６）
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１ｌｏ
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１１０

　

１わ

　

１め



鉄の輪をもった前後振

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２７

率はＢ群と同じような傾向を示している．なお，Ｂ群で，前振りでの前後対称性がくずれているが，
標準偏差が大きいことから推測できるように， 被験者の１人が大きくくずれていたためであり他の

２名は， 前後対称性を保っていた．
３． 手の軌跡の型（パターン）

　

板垣７）は振りの型（パターン）を１型，１１型，１１１型に分類し， その中で全体性の原理に基づいて，
身体の一部分を振るというよりも全身の振りが末端へ伝るように行なう１１１型の指導を体操の中に取

りあげ指導することを提唱している． そして， 滝沢ら
２３）は１１１型の前後振を， はずみ型， 振り型の２

つに分類し， 手の軌跡， 肩の軌跡， 身体の使い方の特徴を報告している． その後， 長谷川ら
４）も，

前後振の中で脚や腰のはずみを使って全身的に腕を前後方向に振る１１１型を， 落とし型， 伸び型， 中

間型の３つに分類している． 本論では， これらの分類を参考にして， 手の軌跡図や運動形態図をも

とに次のように分類した。
Ａ

　

落とし型

通るものである． 原因としては， 体の前で後ろへ

振るときに， 腕がゆるんだり， 腰がぃｋｉｐｐｅｎ
″の

　　　　　状態になったり， 前方へ伸びて振りおろすことが

足りなかったりする場合や， 体の後ろでは， 上体

を充分にねじらなかったり， 上体を前に倒すこと

が早すぎたりした場合におきる。 また， 逆に， 振

　　　　

Ａ：落とし型

　　　　　　　

Ｂ：伸び型

りあげが大きく行なわれた場合にもおきる．
Ｂ

　

伸び型

　　　　　　　　 　

　

軌跡が体の前や後ろで交差するもので， 振りあ

げ， 振りおろしのどちらかが不十分な場合におき

　　　　　　　　

図５． 手の軌跡の型

る．

Ｄ

　

重復型

　

手の軌跡が重なるか， 振りあげと振りおろしの弧の差がわずかなものである． 従来， この型は，
支点を固定して振る１型の特徴とされてきたが， 菅家

１５｝は「ため」を意識させてｍ型の左右振を行

なわせたところ， 軌跡が重なるようになったと報告している。 １型の軌跡との違いは， 大きく， 下

にふくらんで垂直に近い弧を描く （図５）．
１） 鉄の輪を使うことになる型の変化

鉄の輪をもつことにより， 軌跡の型が， どのように徒手での前後振から変化したかを示したもの

が図６である。 練習前， すなわち， 前後振の動きが未熟なときや， 鉄の輪に不慣れなときには， 手

の軌跡の型が変化する傾向が強く， 後ろへの振りでは６名中４名が変化した． Ａ→Ｄ型の方向に変

化したものは， その中で３名ある． また， 前への振りでは， １名がＡ→Ｄ型の方向， １名がＤ→Ａ

（２７）



古

　

川
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振りの方向 後

　

ろ

　

振 り 前

　

振

　

り

振 り の型 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

練習

前

徒 手 で 語や
○
－ ◎ 『 ００ ◎？

１ 喜

　

も

　

↓ ｙ

　　　

ふ

鉄の輪で ◎○ ○ ０◎ ◎ ◎○ ○〇 ◎◎

練習

後

徒 手 で ０◎？？ ◎◎ ？Ｏ
０◎ ？◎◎

「「
鉄の輪で

　

ーＯ◎

　

１Ｏ

　　

ーＯ

　

１◎◎ ０

　　

１０◎０１

　

◎◎

Ａ：落とし型

　

Ｂ：伸び型

　

Ｃ：交差型

　

Ｄ：重複型 ＯＡ群◎Ｂ群

　　

図６． 鉄の輪をもつことによる型の変化

型の方向に変化した． 練習後， すなわち， 前後振の動きがある程度固定されたとき， 型が変化した

のは６名中， ２名で， いずれもＡ群であった． 変化した者のうち， 後ろへの振りでは２名がＡ→Ｄ

型の方向， 前振りでは１名がＡ→Ｄ型の方向， １名がＤ→Ａ型の方向であった． Ａ→Ｄ型への移行

は， 動きの質的発展と考えられ， 鉄の輪を使うことによって動きがよくなる可能性を示唆している

ものと考えられる．
２） 練習による型の変化

練習前では， Ａ， Ｂ群ともに， 重複型はみられなかったのであるが， 練習後， Ａ群の１人が前振

りにあらわれＢ型の２人が， 後ろ振り， 前振りともに重複型がみられた。 これは， 鉄の輪をもつこ

とによって， その重さや， それに引かれる感覚が生まれ，「ため」や「入れ込み」が充分に行なわれ

るようになり， 重複型に転移したと思われ， 鉄の輪をもっての動きづくりに対する有効性がうかが

われる．

ＩＶ

　

要

　　

約

徒手での前後振と，鉄の輪をもった前後振の練習を２つの群に別々に練習させた．練習期間は１５

日間で， １日２５分間行なった． 練習前， 練習後における， 両群の２つの運動を，３５ｍｍフィルム，

１６ｍｍフィルムで運動のテンポ，手の速度，手の軌跡の大きさ，手の軌跡の型について動作分析し，
鉄の輪をもつことによる前後振の変化， 練習による前後振の変化について比較検討した結果， 次の

ようなことが明らかになった．
１，徒手での前後振のテンポは５０回／分，前後であり，鉄の輪を

・もった前後振のテンポは，それよ

　

りもわずかにゆっくりで４５回／分，前後であった．また，練習によるテンポの変化はみられなかっ

　

た
．

２， 鉄の輪をもった前後振の手の速度変化は， 手が真下になる局面を前後して， 徒手での前後振よ

　

りも等速状態が続くのが特徴である．
３， 練習により， 手の最高速度は， 徒手での前後振， 鉄の輪をもった前後振とも高まった． しかし，

（２８）
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鉄の輪をもって練習することにより， 徒手での前後振においても， 持たないで練習するよりも，
より増加率が高いという結果は得られず， 鉄の輪をもって練習することの特別な効果を証明する

には至らなかった。

４， 鉄の輪をもつことで， 練習前は振りの前後対称がくずれた。 また， 手の軌跡の大きさも， 徒手

での前後振よりも小さい。
５，練習により，手の軌跡の大きさは，徒手での前後振，鉄の輪をもっての前後振ともに大きくなっ
た． しかし， 鉄の輪をもつことにより，徒手での前後振においても，もたないで練習するよりも，
より増加率が高いという鉄の輪をもって練習することの特別な効果を証明するには至らなかっ
た。

６， 鉄の輪をもつことにより， 手の軌跡の型が変化するが， 練習前では， その傾向が強い。 変化は

軌跡の間隔が広い， 落とし型や伸び型から， 狭い， 交差型， 重複型に移行する例がみられ， 鉄の

輪をもつことの特別な効果がうかがえる。
７， 練習により， 軌跡の型が変化するが， 鉄の輪をもって練習することにより， その重さや， それ

に引かれる感覚が生まれ， 重複型に移行し， この動きが徒手での前後振にも転移した。
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